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県
労
連
は
一

月
十
八
日
、
結

成
三
〇
周
年
記

念
講
演
会
と
祝

賀
会
を
開
催
し
、

来
賓
や
組
合
員

な
ど
約
八
〇
人

が
参
加
し
ま
し

た
。

　
全
労
連
の
小

田
川
義
和
議
長

が
「
全
労
連
運

動
三
〇
年
　
新

た
な
共
闘
の
時

代
に
果
た
す
労

働
組
合
の
役
割
」

と
題
し
て
記
念

講
演
。
格
差
を

い
っ
そ
う
拡
大

す
る
大
企
業
・

財
界
優
先
の
政

治
を
改
め
、

「
立
憲
主
義
を

壊
す
安
倍
政
権

に
市
民
と
野
党

の
共
闘
で
立
ち

向
か
い
、
改
憲

小
田
川  

・
全
労
連
議
長
が

記
念
講
演

　
来
賓
と
し
て
か
け
つ
け
た
次

の
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
全
労
連
・
小
田
川

議
長
、
吉
村
美

栄
子
山
形
県
知

事
代
理
・
木
村

和
浩
・
県
商
工

労
働
部
長
、
県

医
労
連
・
渡
辺

勇
仁
委
員
長
、

舟
山
康
江
参
議

院
議
員
代
理
・

梅
津
庸
成
政
策

秘
書
、
芳
賀
道

也
参
議
院
議
員

代
理
・
松
尾
正

夫
事
務
局
長
、

日
本
共
産
党
山

形
県
委
員
会
・

横
山
賢
二
書
記
長
、
高
木
紘
一

山
大
名
誉
教
授
、
自
由
法
曹
団
・

外
塚
功
弁
護
士
。
な
お
、
次
の

諸
団
体
等
か
ら
も
来
賓
が
臨
席

し
ま
し
た
。
山
商
連
、
新
婦
人

県
本
部
、
県
農
民
連
、
民
青
同

盟
県
委
員
会
、
県
社
保
協
、

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
県
本
部
、

県
生
協
連
、
東
北
労
働
金
庫
県

本
部
。
さ
ら
に
、
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
や
ま
が
た
県
民
の
会
、

市
民
連
合
や
ま
が
た
や
、
県
内

二
八
の
市
町
村
長
か
ら
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
濱
田
藤
兵
衛
前
議
長
の
音
頭

で
乾
杯
し
た
あ
と
、
多
田
靖
子

さ
ん
が
津
軽
三
味
線
の
演
奏
を

披
露
。
仁
科
辰
夫
山
大
職
組
副

委
員
長
と
学
生
ユ
ニ
オ
ン
建
設

に
向
け
た
運
動
で
共
同
す
る
山

大
生
が
ス
ピ
ー
チ
。
山
形
セ
ン

タ
ー
合
唱
団
の
演
奏
も
花
を
添

え
ま
し
た
。
参
加
者
は
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
歓
談
し
た
あ

と
、
中
じ
め
に
「
が
ん
ば
ろ
う
」

を
合
唱
し
て
連
帯
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

発
議
反
対
署
名
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
勝
見
忍

議
長
は
、
結
成
時
は
わ
ず
か
一

七
〇
〇
人
余
の
組
織
人
員
が
、

そ
の
後
、
労
働
者
・
県
民
の
要

求
前
進
に
向
け
た
運
動
と
共
同

の
前
進
の
中
で
四
千
数
百
人
に

拡
大
成
長
し
た
こ
と
に
触
れ
つ

つ
、
五
千
人
県
労
連
を
実
現
し

て
一
層
社
会
的
影
響
力
を
増
し
、

県
内
労
働
者
と
県
民
の
期
待
に

こ
た
え
得
る
運
動
の
母
体
と
な

る
よ
う
決
意
を
固
め
合
お
う
と

参
加
し
た
組
合
員
ら
に
語
り
か

け
ま
し
た
。

多
く 

の
来
賓
が

激
励 

の
あ 

い
さ 

つ
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山
形
大
学
職

員
組
合
の
県
労

連
加
盟
が
、
一

月
十
八
日
の
第

三
八
回
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
、

三
〇
〇
人
あ
ま

り
の
組
合
員
が

県
労
連
の
新
し

い
仲
間
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年

十
二
月
、
県
労

連
加
盟
に
つ
い

て
の
全
員
投
票

で
過
半
数
の
賛

同
を
得
た
山
大

職
組
が
、
県
労

連
に
加
盟
申
請

を
し
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
。

　
東
北
非
正
規
教
職
員
組
合
は
、

二
〇
一
六
年
か
ら
、
来
る
べ
き

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
本
格
化
に

備
え
て
、
山
大
職
組
な
ど
と
も

共
同
し
、
大
学
側
と
の
団
体
交

渉
や
、
無
期
転
換
ラ
ウ
ン
ジ
な

ど
有
期
教
職
員
の
条
件
に
合
わ

せ
た
説
明
会
企
画
を
繰
り
返
し
、

山
大
職
組
と
東
北
非
正
規
教
職

組
両
者
に
、
新
た
に
二
桁
の
組

合
員
を
迎
え
入
れ
る
と
と
も
に
、

就
業
規
則
の
改
定
で
五
年
の
雇

用
更
新
上
限
を
修
正
さ
せ
、
全

体
の
約
三
分
の
二
の
有
期
教
職

員
に
無
期
転
換
の
道
を
開
き
ま

し
た
。

　
県
労
連
は
、
二
〇
一
七
年
秋

山大職組の加盟が決定

の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、
山

大
職
組
の
役
員
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
運
営
費
交
付
金
の
増

額
を
国
に
求
め
る
こ
と
と
、
山

形
大
学
に
無
期
転
換
逃
れ
の
五

年
雇
い
止
め
を
や
め
る
よ
う
要

望
す
る
こ
と
な
ど
を
各
自
治
体

に
要
請
し
、
多
く
の
賛
同
を
得

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
到
達
も
ふ

ま
え
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
山

形
大
学
総
が
か
り
作
戦
で
は
、

有
期
・
非
正
規
教
職
員
の
さ
ら

な
る
要
求
前
進
、
組
織
拡
大
に

加
え
て
、
学
生
ユ
ニ
オ
ン
の
建

　
県
労
連
は
一
月
一
八
日
、
第

三
八
回
評
議
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
勝
見
議
長
が
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
山
大
職
組
が
全
員

投
票
を
行
い
県
労
連
加
盟
が
承

認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
、
出
席

し
て
い
た
同
職
組
の
仁
科
辰
夫

副
委
員
長
を
紹
介
す
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
佐
藤
完
治
事
務
局
長
が
山

形
県
二
〇
二
〇
年
国
民
春
闘
方

針
を
提
案
。
県
内
で
も
消
費
税

増
税
に
よ
る
影
響
が
顕
在
化
し

始
め
て
い
る
な
ど
情
勢
の
特
徴

設
と
山
大
職
組
の
県
労
連

加
盟
も
正
面
か
ら
目
標
に

す
え
、
こ
れ
を
同
職
組
自

身
と
も
共
通
課
題
と
し
、

加
盟
の
た
め
の
障
害
は
な

に
か
を
時
間
を
か
け
て
順

々
に
聞
き
取
り
し
て
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
解
決
す
る
こ

と
に
つ
と
め
ま
し
た
。

　
山
大
職
組
執
行
部
は
全

員
投
票
に
あ
た
り
、
こ
う

し
た
経
過
を
ふ
ま
え
加
盟

を
提
案
し
ま
し
た
。

を
報
告
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
職
場
に
お
け
る
大
幅

賃
上
げ
の
た
た
か
い
と
同
時
に
、

等
（
十
五
件
）
が
多
数
で
し
た
。

相
談
か
ら
組
合
加
入
に
至
り
団

体
交
渉
で
「
会
社
都
合
に
よ
る

退
職
」
と
し
和
解
と
な
っ
た
事

例
、
残
業
未
払
訴
訟
で
和
解
合

意
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
相
手

方
か
ら
自
己
破
産
の
通
告
が
あ

り
和
解
金
が
未
払
い
と
な
っ
て

い
る
事
例
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

、
相
談
者
に
対
し
労
働
法
制
の

知
識
や
労
働
組
合
の
機
能
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
、
相
談
者
自

身
が
問
題
解
決
で
き
る
よ
う
対

応
を
行
う
こ
と
を
申
し
合
せ
ま

し
た
。

全
国
最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
最
終
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
今

通
常
国
会
で
最
賃
法
を
改
正
し
、

全
国
一
律
最
賃
制
度
を
実
現
す

る
こ
と
、
改
憲
発
議
を
許
さ
な

い
新
た
な
緊
急
署
名
、
県
内
で

も
七
病
院
が
名
指
し
さ
れ
て
い

る
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合

問
題
で
の
共
同
の
追
求
な
ど
、

重
点
的
に
提
起
し
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
教
員
の
変
形
労

働
時
間
制
に
反
対
す
る
た
た
か

い
（
全
山
教
組
）
、
全
国
一
律

最
賃
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

な
ど
全
国
知
事
会
の
資
料
活
用

（
酒
田
飽
海
）
、
労
働
相
談
の

活
動
報
告
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
、

職
場
要
求
を
取
り
上
げ
た
組
合

員
拡
大
の
取
り
組
み
（
山
形
・

Ｊ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
労
組
）
、
労
使

関
係
の
正
常
化
と
年
末
一
時
金

要
求
の
前
進
（
共
立
社
労
組
）

な
ど
活
発
な
発
言
が
続
き
ま
し

た
。

　
春
闘
方
針
の
他
、
役
員
補
充
、

財
政
関
係
な
ど
五
議
案
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
労
連
や
弁
護
士
な
ど

諸
団
体
で
つ
く
る
県
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
の
第
十
八

回
総
会
が
昨
年
十
二
月
二

十
一
日
、
山
形
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

十
八
年
度
活
動
総
括
と
十

九
年
度
活
動
方
針
案
を
討

議
し
、
予
算
案
、
役
員
体

制
も
合
わ
せ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
度

に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数

は
七
九
件
と
前
年
を
四
件

上
回
り
、
相
談
内
容
は
賃

金
・
残
業
等
未
払
（
二
十

一
件
）
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

要
求
実
現
と
組
織
拡
大 

の
共
同
重
ね 

て

実
現
し
よ
う
！
大
幅
賃
上
げ
全
国
一
律
最
賃

第
　
回
評
議
員
会
を
開
催

38


